
DIALOG SUMMARIZATION
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Dialog Summarization
• 目的

地方議会会議録の対話構造を考慮した要約

• 入力

東京都議会の会議録＋要約に必要な情報

• 出力

 「都議会だより」と同様の要約

• 評価

参加者による人手評価

 ROUGE scores
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都議会会議録
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一括質問一括回答



都議会だより

• 都議会の広報紙

• 年５回発行

• Web上で閲覧可能

• 本会議の要約を掲載

サブトピックごと

質問-答弁の対応
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Main topic

Sub topic
Question Summary

Answer Speaker Answer Summary

Question Speaker

号数（日付に変換）

入力と出力



データサンプル
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{ "AnswerEndingLine": [540],
"AnswerLength": [50],
"AnswerSpeaker": ["知事"],
"AnswerStartingLine": [533],
"AnswerSummary": ["新視点の対応加えた防災対応指針を11月に策定し

防災力向上の道筋を早期に示す。"],
"Date": "2011-06-23",
"ID": "PoliInfo2-DialogSummarization-JA-Dry-Training-Segmented-00002",
"MainTopic": "東京の総合防災力を更に高めよ<br>環境に配慮した都市づくりを",
"Meeting": "平成23年第2回定例会",
"Prefecture": "東京都",
"QuestionEndingLine": 291,
"QuestionLength": 50,
"QuestionSpeaker": "山下太郎（民主党）",
"QuestionStartingLine": 284,
"QuestionSummary": "更に高める取組が必要。",
"SubTopic": "東京の総合防災力"

},

会議録データとの対応
（一部の学習データのみ）



データサイズ

参照データ ファイルサイズ

東京都議会
会議録データ

42MB
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データセット 出題数 ファイルサイズ

学習用データ
対応付けあり

438 414KB

学習用データ
対応付けなし

325 292KB

評価用データ 254 161KB



タスクオーガナイザーによる実践

• 前処理

• 構造解析

 PoliInfo における Segmentation task の成果

• 要約

 PoliInfo における Summarization taskの成果
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既存手法の適用



前処理

• 発言者名のマッチ

• 都議会議録を質問者ごとに分割

一括質問一括回答が全部含まれる
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都議会議録 都議会だより

石原慎太郎 知事

中嶋正宏 オリパラ局長

公開
予定

構造解析へ



構造解析

一括質問一括回答

質問-答弁の組合せに再構成（対応付け）

＝要約範囲の特定

• サブトピックと発言者名が手掛かり

発言者名が議会だよりに１回だけなら自明

複数回 名前が現れる場合（質問者や知事）

手掛かり句に基づいて段落に分割

サブトピックを含む段落を要約元の候補
なければ、ベクトル化して類似する段落を候補

ヒューリスティックス（出現順が同じ）により決定
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手掛かり句を見つけるための正規表現

pattern regular expression
opening ^まず|^最初に|^初めに|^次に|^次いで|^最後に|^終わりに

|^[一二三四五六七八九十]+点目

|^[^、]+についてで(す|あります|ございます)(が|けれど)
|^終わり(ま|で) す。|^以上で|^ありがとうございま

|他の質問に(ついて|つきまして) は

closing 伺い[^、]*ます。|お尋ね[^、]*します|お答えください。

|(見解|所見|答弁) を求め[^、]*ます。

|(いかがで|どうで)(しょうか|すか)。
|.+質問を(終わります|終了します)。

11

[1] Kanasaki K, Yong J, Kawamura S, et al. Cue-phrase-based text segmentation and optimal segment concatenation 
for the NTCIR-14 QA Lab-PoliInfo task. In NII Testbeds and Community for Information Access Research - 14th 
International Conference, NTCIR 2019, Tokyo, Japan, June 10-13, 2019, Revised Selected Papers, pp. 85-96, 2019.

文献[1]より引用



要約

• 抽出型要約

ランダムフォレストの改良版

正例と負例の比率を変化させたモデル

長さの上限まで順番に文を抽出

• 文短縮

ルールベース

係り受け解析＋重要度
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モデルは文献[2]と同一
（学習データ未変更）

[2] Ogawa Y, Satou M, Komamizu T, et al. nagoy team's summarization system at the NTCIR-14 QA Lab-Poliinfo.
In NII Testbeds and Community for Information Access Research - 14th International Conference, NTCIR 2019, 
Tokyo, Japan, June 10-13, 2019, Revised Selected Papers, pp. 110-121, 2019.



評価

• 人手

参加者間で相互評価

前回 PoliInfo の場合

 content, formedness, total

• ROUGE
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recall F-measure
N1 N2 N3 N4 L SU4 W1.2 N1 N2 N3 N4 L SU4 W1.2

表層形 0.404 0.130 0.076 0.046 0.337 0.168 0.160 0.307 0.098 0.058 0.035 0.253 0.123 0.159
原形 0.424 0.143 0.086 0.054 0.354 0.184 0.170 0.323 0.108 0.065 0.041 0.266 0.134 0.169
内容語 0.244 0.105 0.050 0.022 0.234 0.123 0.150 0.185 0.078 0.037 0.017 0.177 0.079 0.139

Leader Board で使用
（人手評価との相関が高い）

長さ制限
超過は０点



Leader Board
• 参加者の投稿結果を随時表示

 ROUGEスコアを自動採点

投稿者が許可すれば、結果をダウンロード可
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成果の共有（強制ではない）
• 最終結果
• 中間データ
 他人の対応付けデータの利用

• プログラム
より良い成果を



Dialog Summarization のまとめ

• 目的

東京都議会会議録の対話構造を考慮した要約

• 通常の要約タスクとの違い

要約元の範囲を特定する必要あり

 特定を他人に任せる形での参加もO.K.
• 評価

参加者による人手評価

 ROUGE score (Leader Board)
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